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アイコンの説明 

 ノート：特定のトピック、手順に関する追加の情報、例外事項や特記事項を示します。 

 テゖップス：概念の理解や手順を実行するための簡単なヘルプです。 

 外部リソース：トピックに関する参考資料などを示します。 
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はじめに 

本スタートアップ ガイドについて 

本スタートゕップ ガ゗ド（以下本ガ゗ド）は、これから ArcGIS for Server でサービスを作成し Web ゕ

プリケーションを公開されたい方を対象としています。GIS データの作成、公開、そして利用という流れ

をご理解いただく具体例として、緯度経度および住所データから GIS データを作成し、ArcGIS for Server 

で GIS サービスとして公開、最後に参照・編集が可能な Web ゕプリケーションを作成する手順を、そ

れぞれご紹介します。 

環境 

本ガ゗ドでの使用環境は以下の通りです。 

※１ ArcGIS データコレクションの住居レベル住所は、ご購入後 ArcGIS ですぐに使える加工済み

住所データベースです。 

OS Windows 7 Professional Service Pack 1 (64-bit) 

ArcGIS for Server ArcGIS 10.1 SP1 for Server Workgroup Standard  

ArcGIS for Desktop ArcGIS 10.1 SP1 for Desktop Standard 

DBMS SQL Server 2012 Express (64-bit) 

ArcSDE ArcSDE 10.1 SP1 for SQL Server Express 

Web マッピング  

アプリケーション 

・ ArcGIS Viewer 3.0 for Silverlight 

・ ArcGIS Viewer 3.1 for Flex 

データ ・ 住所データベース： 

ArcGIS データコレクション 2012（住居レベル住所 2012）※１ 

・ サンプル データ：[国土数値情報（公共施設データ、平成18年度作成）国土

交通省] を ESRIジャパンが加工したもの 

・図書館サンプル.xls 

・郵便局サンプル.xls 
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 ArcGIS データコレクション（住居レベル住所）製品概要 

http://www.esrij.com/products/data/data-collection/address/ 

条件 

本ガ゗ドでは、上記に記載した製品が正しく゗ンストールおよび設定されていることを前提としています。

各製品の゗ンストール手順の詳細については、各製品付属の゗ンストール ガ゗ドをご参照ください。 

 ArcGIS 10.1 for Server ゗ンストールガ゗ド（全般） 

http://resources.arcgis.com/ja/help/install-guides/arcgis-server/10.1/ 

 ArcGIS 10.1 Service Pack 1 for Server ゗ンストールガ゗ド Windows Server 2008 R2 用 

（要 Esri 製品サポートへのログ゗ン） 

https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4838/ 

 ArcGIS 10.1 for Desktop 単独使用（SU）ラ゗センス ゗ンストール ガ゗ド 

（要 Esri 製品サポートへのログ゗ン）  

https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4823/ 

 ArcGIS 10.1 for Desktop 同時使用（CU）ラ゗センス ゗ンストール ガ゗ド  

（要 Esri 製品サポートへのログ゗ン） 

https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4824/ 

 ArcSDE 10.1 for SQL Server Express ゗ンストール ガ゗ド  

（要 Esri 製品サポートへのログ゗ン） 

https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4841/ 

 ArcGIS Viewer for Silverlight スタート ゕップ ガ゗ド 

http://www.esrij.com/products/arcgis/developer/arcgis-viewer/arcgis-viewer-for-silverlight/downloads/ 

 ArcGIS Viewer for Flex 設定ガ゗ド 

http://www.esrij.com/products/arcgis/developer/arcgis-viewer/arcgis-viewer-for-flex/downloads/ 

  

http://www.esrij.com/products/data/data-collection/address/
http://resources.arcgis.com/ja/help/install-guides/arcgis-server/10.1/
https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4838/
https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4823/
https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4824/
https://esrij-esri-support.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/4841/
http://www.esrij.com/products/arcgis/developer/arcgis-viewer/arcgis-viewer-for-silverlight/downloads/
http://www.esrij.com/products/arcgis/developer/arcgis-viewer/arcgis-viewer-for-flex/downloads/
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スタートアップ ガイドの構成 

本ガ゗ドは、主に下記の ３ つの手順から構成されています。 

GIS データ作成 

緯度経度および住所データから、地図上の位置を特定し、GIS データ作成までの手順をご紹介します。 

GIS サービス公開 

ArcGIS for Server を使用して、Web で地図を参照するためのマップ サービスと Web 上で GIS デー

タの編集を可能にするフゖーチャ サービスの公開方法についてご紹介します。 

※ フゖーチャ サービス を使ったWeb マッピング ゕプリケーション構築には ArcGIS for Server 

Standard エデゖション以上のラ゗センスが必要です。 

GIS サービス利用 

公開した GIS サービスを Web ゕプリケーションで利用するまでの手順をご紹介します。本ガ゗ドでは、

Web マッピング ゕプリケーションの作成ツールとして ArcGIS Viewer for Silverlight、ArcGIS Viewer 

for Flex を使用します。 
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1. GIS データ作成 

Excel で管理された緯度経度（座標）情報または住所データから GIS データを作成します。住所データ

から GIS データの作成については、ArcGIS データコレクション 2012 のロケータ（住所データベース）

を使用した方法をご紹介します。 

 住所情報が格納されている Excel フゔ゗ルのフゔ゗ル名、フゖールド名が数字またはゕンダースコゕ (_) から始ま

っていないこと、「-」「()」「[]」「$」「#」「%」等の特殊文字を含んでいないことを事前に確認してください。 

データの準備 

1. 下記 URL にゕクセスします。 

http://www.esrij.com/products/arcgis/server/arcgis-for-server/downloads/ 

2.  ArcGIS for Server スタートゕップ ガ゗ド リンクをクリックし、「Arcproject.zip」をダウンロー

ドします。 

3.  ダウンロードした zip フゔ゗ルを解凍します。 

4.  本ガ゗ドでは、解凍したフォルダ「Arcproject」を C ドラ゗ブ直下に配置します。 

 本ガ゗ドでは、データの格納先を「C:\Arcproject」と設定しています。 

 本ガ゗ドで使用する緯度経度、住所データ（Excel フゔ゗ル）は「Arcproject」フォルダ内の「table」フォルダに

格納されています。 

  

http://www.esrij.com/products/arcgis/server/arcgis-for-server/downloads/
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1.1. 緯度経度から GIS データ作成 

以下の手順では緯度経度（座標）データを含むテーブルから GIS データを作成する方法をご紹介します。 

1.1.1. ジオデータベースの作成 

1. Windows の [スタート] → [すべてのプログラム] → [ArcGIS] → [ArcMap 10.1] をクリック

して ArcMap を起動し、空のマップを開きます。 

2. カタログ ウゖンドウの [フォルダに接続] ボタン  をクリックします。 

3. [フォルダに接続] ダ゗ゕログで [コンピューター] を展開し、「C:\Arcproject」フォルダに移動

し、「Arcproject」フォルダをクリックし、[OK] をクリックします。 

 

4. カタログ ウゖンドウにて、[フォルダ接続] 下に新しく追加された「C:\Arcproject」フォルダ上

で右クリックし、[新規作成] から [フゔ゗ル ジオデータベース] を選択します。 
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5. 作成されたジオデータベース [New File Geodatabase.gdb] 上で右クリックし、[名前の変更] を

クリックします。 

 

6. フゔ゗ル名を「Tokyodata.gdb」に変更します。 
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1.1.2. ＸＹ データの作成 

1. [データの追加] ボタン  より [データの追加] ウゖンドウを開きます。 

2. 緯度経度（座標）が格納されているテーブル（本ガ゗ドでは「C:\Arcproject\table」下の [図書

館サンプル.xls]  をサンプルとして使用）をダブルクリックし、[public_library_chiyoda_area$] 

シートを選択し、[追加] をクリックします（Excel フゔ゗ルの場合はシートまで選択します）。 

 

3. コンテンツ ウゖンドウの [マップ レ゗ヤ] データフレーム内に、選択したテーブルが表示されたこ

とを確認します。 

 

4. [public_library_chiyoda_area$] テーブル上で右クリックし、[XY データの表示] を選択します。 
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5. [XY データの表示] ダ゗ゕログ、[X、Y、Z座標のフゖールドを指定] に緯度・経度情報を設定しま

す。 

X フィールド Y フィールド Z フィールド 

LONGITUDE LATITUDE ＜なし＞ 

  

 

 X フゖールドに経度情報、Y フゖールドに緯度情報を入力します 
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1.1.3. 座標系の設定 

1. 同 [XY データの表示] ダ゗ゕログの [入力座標の座標系] において [編集] ボタンをクリックしま

す。 

2. [空間参照プロパテゖ] ダ゗ゕログにて、[地理座標系] → [ゕジゕ] → [日本測地系 2000 (JGD 

2000)] を選択します。 

 

3. [空間参照プロパテゖ] ダ゗ゕログにて、[OK] をクリックし、[XY データの表示] にて [OK] をク

リックします。[テーブルにオブジェクト ID フゖールドがありません。] と表示された場合にはそ

のまま [OK] をクリックします。 

4. 緯度経度情報に対応するポ゗ントデータが表示されます。 
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 XYイベント レイヤの作成 ツール 

ArcToolbox 内の [XY ゗ベント レ゗ヤの作成] ツールを使用しても、緯度経度データ情報を含むテーブルから GIS データ

を作成することが可能です。 

 

1.1.4. イベント データのエクスポート 

1. ここで作成された緯度経度情報に対応するポ゗ント データは゗ベント データ（一時的なデータ）で

あるため、データを出力して、フゖーチャ クラスとして保存する必要があります。 

2. ゗ベント データをフゔ゗ルとして保存するためにデータをエクスポートします。作成されたポ゗ン

ト レ゗ヤ [public_library_chiyoda_area$ ゗ベント] 上で右クリックし、[データ] → [データの

エクスポート] を選択します。 
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3. [データのエクスポート] ダ゗ゕログにおいて、[エクスポート:] で、[すべてのフゖーチャ]、[座標

系の選択:] で [レ゗ヤのソース データと同じ座標系] を選択します。[出力フゖーチャクラス] に

任意のフゖーチャクラス名を指定して、[OK] をクリックします（ここでは 

「C:\Arcproject\Tokyodata.gdb」内に「library」という名前で保存します）。 

 

4. 「マップにレ゗ヤとしてエクスポート データを追加しますか？」のメッセージには [はい] を選択

します。ArcMap に゗ベント データとは別に新しいレ゗ヤが追加されます。 
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5. 追加された「library」レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ゗ヤ プロパテゖ] 

ダ゗ゕログの [一般] タブで、[レ゗ヤ名] を「図書館」に変更し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

6. コンテンツ ウゖンドウ上にある「図書館」レ゗ヤ以外（「public_library_chiyoda_area$ ゗ベント」

と 「public_library_chiyoda_area$ テーブル」）を削除します。 
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1.1.5. シンボルの設定 

1. 「図書館」レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。 [レ゗ヤ プロパテゖ] を開き、

[シンボル] タブを選択します。 

2. シンボル部分をクリックして、[シンボル選択] ダ゗ゕログを開き、任意のシンボルに変更します。 

3. 本ガ゗ドでは シンボルとして、[三角形 2]、[サ゗ズ] を 22.00、[塗りつぶし色] にエレクトロン 

ゴールド（3段４列目）を設定します。 

 

4. [OK] を２回クリックし、[シンボル選択] ダ゗ゕログ、[レ゗ヤ プロパテゖ] を閉じます。 
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1.1.6. フィールド設定 

1. 「図書館」レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ゗ヤ プロパテゖ] を開き、[フ

ゖールド] タブを選択し、[すべてのフゖールドを非表示] ボタン  をクリックしてから、

[NAME]、[ADDRESS]、[Shape] フゖールドだけにチェックを入れます。 

 ArcGIS for Server が図形を取得できるよう、Shape フゖールドにはチェックを入れておく必要があります。 

 

2. フゖールド名のエ゗リゕスを設定します。[フゖールド] タブ左側の [表示フゖールドの選択] で対

象フゖールド名を選択し、右側の [表示設定] の [エ゗リゕス] 欄に対応するエ゗リゕスをそれぞれ

入力します。 

フィールド名 エイリアス 

NAME 施設名 

ADDRESS 住所 
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3. [OK] をクリックし、[レ゗ヤ プロパテゖ] ダ゗ゕログを閉じます。 

4. ArcMap のメニューバーから [フゔ゗ル] → [名前を付けて保存] を選択し、マップを

「C:\Arcproject」に「TokyoLibraryMap.mxd」という名前で保存します。 

5. ArcMap を終了します。 

 

これで参照用マップ サービスを公開するための準備が整いました。次に、Web 上でのデータ編集が可

能なサービスを公開するための準備を行います。 

1.2. 住所データから GIS データ作成 

以下の手順では住所データを含むテーブルから GIS データを作成する方法をご紹介します。 

1.2.1. ジオコーディング ツールによる住所検索 

1. Windows の [スタート] → [すべてのプログラム] → [ArcGIS] → [ArcMap 10.1] をクリック

して ArcMap を起動し、空のマップを開きます。 

2. ArcMap のメニュー バーから [カスタマ゗ズ] → [ツールバー] → [ジオコーデゖング] をクリッ

クし、[ジオコーデゖング] ツールバーを表示します。 

 

 [ジオコーデゖング] ツールバーの詳しい機能につきましては、データコレクションのメデゖゕに収録されている 

[ArcGIS Data Collection 住居レベル住所 2012 ク゗ックスタートガ゗ド] をご参照ください。 

3. [ジオコーデゖング] ツールバーの [住所のジオコーデゖング] ゕ゗コン  をクリックします。 
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4. [使用する住所ロケータを選択…] ダ゗ゕログで「複合＜全レベル＞」（iPC2012）を選択し、[OK] を

クリックします。 

 

5. [住所のジオコーデゖング] ダ゗ゕログで [住所テーブル] のゕ゗コン  をクリックし、[住所を

含むテーブルの選択…] で対象となる住所データが格納されているテーブル（本ガ゗ドでは

「C:\Arcproject\table」下の 「郵便局サンプル.xls」をサンプルとして使用）をダブルクリック

し、[public_postoffice_chiyoda_area$] シートを選択し、[追加] をクリックします（Excel フゔ

゗ルの場合はシートまで選択します）。 

 

6. [住所入力フゖールド] の [Key:] でシート内の住所が格納されているフゖールドを選択します。こ

こでは [ADDRESS] を選択します。 
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7. [出力] で出力するシェープフゔ゗ルまたはフゖーチャクラス名を入力します。ここでは

「C:\Arcproject\TokyoData.gdb」内に「postoffice」という名前で保存します（フゔ゗ルの

種類は [フゔ゗ル / パーソナル ジオデータベース フゖーチャクラス] を選択します）。 

 

8. その他はデフォルトのまま [OK] をクリックします。新しいダ゗ゕログが表示され、ジオコーデゖ

ングが開始され、結果が表示されます。 

 

9. [閉じる] をクリックして画面を閉じます。ArcMap 上に自動的に住所データに対応するポ゗ント 

データが出力されます。 
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10. 追加された [ジオコーテゖング結果： postoffice] レ゗ヤ上で右クリックし、[属性テーブルを開く] 

を選択します。新しく作成されたレ゗ヤには作成元のテーブル属性も存在していることが確認でき

ます。 

 

11. 属性テーブルを閉じます。 

12. [ジオコーテゖング結果： postoffice] レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ

゗ヤ プロパテゖ] を開き、[一般] タブで、[レ゗ヤ名] を「郵便局」に変更し、[OK] ボタンをク

リックします。 
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 ジオコーディング結果の再照合 

   

不一致だった住所の編集（再照合）が必要な場合、ジオコーテゖング ツールが持つ [対話的に再照合] の機能を使ってデータ

の一致を行います。 

１． 結果ダ゗ゕログにて、[再照合] をクリックし、[対話的に再照合] ダ゗ゕログを開きます（または [ジオコーデゖングツ

ール] バー上の [住所のレビュー / 再照合] ボタン  をクリック）。 

   

２．[対話的に再照合] ダ゗ゕログ左部の [Key] フゖールドで住所文字列を編集します。 

３．編集後、[検索] をクリックします。編集した内容を元に住所検索が再度行われ、データベースに合致すれば候補として出

力されます。候補として出力された住所にポ゗ントを作成する場合は、[一致] をクリックます。 

再照合の詳しい内容については、データコレクションのメデゖゕに収録されている [ArcGIS Data Collection 住居レベル住

所 2012 ク゗ックスタート ガ゗ド] をご参照ください 
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1.2.2. シンボルの設定 

1. 「郵便局」レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ゗ヤ プロパテゖ] を開き、[シ

ンボル] タブを選択します。 

2. シンブル部分をクリックして、[シンボル選択] ダ゗ゕログを開き、任意のシンボルに変更します。 

3. 本ガ゗ドでは シンボルとして、[星 3]、[サ゗ズ] を 18.00、[塗りつぶし色] にペリドット グリ

ーン（3段 6列目）を設定します。 

 

4. [OK] を２回クリックし、[シンボル選択] ダ゗ゕログ、[レ゗ヤ プロパテゖ] を閉じます。 

1.2.3. 座標系の設定 

1. データ フレーム (“マップ レ゗ヤ”) をダブルクリックし、[データ フレーム プロパテゖ] ダ゗ゕ

ログを開いて、[座標系] タブを選択します。 

2. [座標系] タブの検索ボックス（「ここに検索文字列を入力」と書かれている箇所）に「web」と入

力し ENTER キーを押下します。 
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3. 検索結果が表示されるため、[投影座標系] → [世界範囲の座標系（WGS1984）] を展開し、[Web 

メルカトル図法（球体補正）（Web Mercator (auxiliary sphere)）（WGS1984）] を選択します。[変

換] をクリックします。 

 

4. [地理座標系変換] ダ゗ゕログにて、[変換元] に [GCS_JGD_2000] を選択します。 

5. [変換方法] ドロップダウン リスト一番上の [JGD_2000_To_WGS_1984_1] を選択します。 
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6. [地理座標系変換] および [データ フレーム プロパテゖ] ダ゗ゕログにて [OK] ボタンをクリッ

クし、ArcMap に戻ります。 

 ArcGIS Online のベースマップは Web メルカトル図法（球体補正）（Web Mercator (auxiliary sphere)）

（WGS1984）で作られています。ArcGIS Online のベースマップと同じ座標系でサービスを公開するために、デー

タ フレームの座標系を Web メルカトルに設定します。 

1.2.4. フィールド設定 

1. 「郵便局」レ゗ヤ上で右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ゗ヤ プロパテゖ] を開き、[フ

ゖールド] タブを選択し、 [すべてのフゖールドを非表示] ボタン  をクリックしてから、

[Shape]、[NAME]、[RESEARCHER]、[ADDRESS] フゖールドだけにチェックを入れます。 

 ArcGIS for Server が図形を取得できるよう、Shape フゖールドにはチェックを入れておく必要があります。 
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2. フゖールド名のエ゗リゕスを設定します。[フゖールド] タブ左側の [表示フゖールドの選択] で対

象フゖールド名を選択し、右側の [表示設定] の [エ゗リゕス] 欄に対応するエ゗リゕスをそれぞれ

入力します。 

フィールド名 エイリアス 

NAME 施設名 

RESEARCHER 担当調査員 

ADDRESS 住所 

  

 

3. [OK] をクリックし、[レ゗ヤ プロパテゖ] を閉じます。 

1.2.5. 属性ドメイン（コード値ドメイン）の作成 

ジオデータベースには属性ドメ゗ンを設定することができます。編集時のデータの一貫性を確保するため

に、属性ドメ゗ンを構成して、データベースに追加される [postoffice] のフゖールド [RESEARCHER（エ

゗リゕス : 担当調査員）] の入力を特定の人名に制限します。この作業を行うことによって、設定した値

以外が入力されるという心配がありません。 

1. コンテンツ ウゖンドウにて、「郵便局」レ゗ヤを右クリックし、[属性テーブルを開く] を選択しま

す。 
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2. 左上のテーブルオプションボタン  をクリックし、[属性検索] を選択します。 

 

3. [属性検索] ダ゗ゕログで、[選択方法] が「新規選択セットの作成」となっていることを確認し、フ

ゖールド名の中から [RESEARCHER] を探し、ダブルクリックします。 

4. [=] ボタンをクリックします。続いて [個別値の取得] をクリックし、[エスリ太郎] を選択、ダブ

ルクリックします。[SELECT * FROM postoffice WHERE:] の欄が 

 "RESEARCHER" = 'エスリ太郎' 

となっていることを確認し、[適用] ボタンをクリックします。 

 

  

④  

⑤  ③  

①  

②  
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5. [テーブル] の [担当調査員] フゖールド上で右クリックし、[フゖールド演算] を選択します。 

 

6. 「編集セッション外で計算を……」のメッセージでは [Yes] をクリックします。ダ゗ゕログ下の空

白欄に「“0”」（0は半角のゼロ）と入力し、[OK] をクリックします。 

 文字列ということを認識させるため、半角のダブルクオーテーション（"）で囲みます。 
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7. [テーブル] ダ゗ゕログの上部から [選択セットの切り替え] ボタン  を探し、クリックします。

いままで選択されていなかったレコードが代わりに選択されます。 

 

8. [テーブル] の [担当調査員] フゖールド上で右クリックし、[フゖールド演算] を選択します。 

9. 「編集セッション外で計算を……」のメッセージでは [Yes] をクリックします。ダ゗ゕログ下の空

白欄に今度は「“1”」（1は半角）と入力し、[OK] をクリックします。 
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10. [テーブル] ダ゗ゕログの上部より [選択の解除] ボタン  をクリックします。 

 

11. [テーブル] ダ゗ゕログを閉じます。 

12. カタログ ウゖンドウにて、「C:\Arcproject」を展開し、Tokyodata.gdb を右クリックし、[プロ

パテゖ] を選択します。 
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13. [ドメ゗ン] タブの [ドメ゗ン名] フゖールドで、最初のセルをクリックし、「Researcher」と入力

し、ドメ゗ン名の横の [説明] 列で、最初のセルをクリックし、「担当調査員」と入力します。 

14. 中央 [ドメ゗ン プロパテゖ] 部で、[フゖールドタ゗プ] の横のセルをクリックして、[Text] を選

択、[ドメ゗ン タ゗プ] の横のセルをクリックして、[コード値] を選択します。 

15. [コード値] 部で、[コード] の最初のセルをクリックし、「0」と入力（半角のゼロ）、コードの横の [説

明] 列で、最初のセルをクリックし、「エスリ太郎」と入力します。 

16. 続いて、[コード] に「1」（1は半角）と入力、[説明] 列に「エスリ花子」と入力します。 

 

17. 「OK」をクリックします。 

18. 次にカタログ ウゖンドウにて、Tokyodata.gdb を展開し、postoffice フゖーチャクラス 上で右ク

リックし、[プロパテゖ] を選択します。 
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19. [フゖーチャクラス プロパテゖ] ダ゗ゕログ内の [フゖールド] タブを選択し、[フゖールド名] か

ら [RESEARCHER] を探し、クリックします。ダ゗ゕログ下部の [フゖールド プロパテゖ] で、[ド

メ゗ン] の右にある空白のセルをクリックし、リストの中から [Researcher] を選択して、[OK] を

クリックします。 

 

20. ArcMap のメニューバーから [フゔ゗ル] →  [名前を付けて保存] を選択し、マップを

「C:\Arcproject」に「TokyoPostOfficeMap.mxd」という名前で保存します。 

21. ArcMap を終了します。 
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1.3. ArcSDE ジオデータベースの設定 

ArcSDE は、リレーショナル データベース内の地理空間データに対して、ゕクセスと管理を行うための 

Esri のテクノロジです。Web 上での編集を可能とするフゖーチャ サービスの公開には、ArcSDE ジオデ

ータベースが必要となります。 

 本ガ゗ドでは以下の設定は事前に行われていることを前提としています。各設定等については別途、以下の資料をご
参照ください。 

・ArcMap から ArcGIS for Server への管理者接続 ：「ArcGIS for Server ゗ンストールガ゗ド」 

・ArcSDE for SQL Server Express の゗ンストール、ArcSDE ジオデータベースの作成： 

      「ArcSDE for SQL Server Express ゗ンストールガ゗ド」 

1. Windows の [スタート] → [すべてのプログラム] → [ArcGIS] → [ArcMap 10.1] をクリック

して ArcMap を起動し、空のマップを開きます。 

2. カタログ ウゖンドウにて [Database Servers] を展開し、SQL Server Express のデータベース 

サーバをダブルクリックしてデータベースに接続します。 

3. データベース サーバを右クリックし、[新規ジオデータベース] を選択します。 
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4. [新規ジオデータベース] ダ゗ゕログにて、[ジオデータベース名] に「TokyoGeo」と入力し、[OK] 

をクリックします。 

 

今回は前章で作成した住所データのフゖーチャクラスを ArcSDE ジオデータベースに格納し、フゖ

ーチャ サービスとして公開できるように準備します。 

5. カタログ ウゖンドウにて、[C:\Arcproject] → [Tokyodata] ジオデータベース内のフゖーチャク

ラス [postoffice] 上で右クリックし、[コピー] を選択します。 

 

6. カタログ ウゖンドウにて [Database Servers] を展開し、SQL Server Express のデータベース 

サーバをダブルクリックしてデータベースに接続します。 
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7. 既存の データベース サーバ上のジオデータベース [TokyoGeo] 上で右クリックし [貼り付け] を

選択します。 

  

8. [データ転送] ダ゗ゕログで [OK] をクリックします。 

 

 ジオデータベースへのフゖーチャクラスの変換にはいくつかの方法があります。ArcToolbox にある「フゖーチャク

ラス → フゖーチャクラス」でもフゖーチャクラスの変換が可能です。（ [変換ツール] → [ジオデータベースへ変

換] → [フゖーチャクラス → フゖーチャクラス] ） 
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1.3.1. 権限の設定 

1. 次に ArcSDE ジオデータベースの権限設定を行います。カタログ ウゖンドウにて  

[Database Servers] → SQL Server Express データベース サーバ →  

[TokyoGeo（VERSION:dbo.DEFAULT）] ジオデータベースを展開します。 

[TokyoGeo.DBO.postoffice] フゖーチャ データセットを右クリックし、[管理] → [権限] を選択

します。 

  

2. ArcGIS Server ゕカウント（<マシン名>\<ユーザ名>）を選択し、「読み取り/書き込み」にチェ

ックを入れます。 

 

 ArcGIS Server ゕカウントは ArcGIS for Server ゗ンストール時に作成されます。サービスの実行時には、このゕ

カウントがジオデータベースに接続することになります。 
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3. [OK] をクリックします。ArcGIS Server ゕカウントにデータへの書き込み権限を付与することに

より、フゖーチャサービスを介してのデータベースのレコードに対する更新や削除を許可することに

なります。 

4. マップを保存せずに、ArcMap を終了します。 

 

これで参照・編集用フゖーチャ サービスを公開するための準備が整いました。詳しい手順については「2.2 

フゖーチャ サービス」をご参照ください。 
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2. GIS サービス公開 

本章では GIS サービス公開にあたり、Web 参照用のマップ サービスと Web 上でのフゖーチャの編集

を可能にするフゖーチャ サービスを公開する手順をご紹介します。マップ サービスを公開することで、

Web を介して社内あるいは外部の人たちとの情報共有が行えるようになります。また、機能を拡張したい

場合には、フゖーチャ サービスを公開することもできます。フゖーチャ サービスを利用することで、Web 

上からデータを更新したり、新規にデータを登録したりするといったことが可能になります。 

 GIS サービスとは？ 

一般的に、Web 上に公開され、クラ゗ゕント ゕプリケーションが HTTP のようなネットワーク関連技術を用いてゕクセス

し、さまざまなデータ（メッセージ）を交換し合う機能を Web サービスと呼びます。GIS サービスでは、 GIS のリソース、

および関連するデータを Web サービスとして提供します。GIS サービスはリソースとデータを提供し、ユーザ間での共有

を実現します。 

2.1. マップ サービス 

参照用のマップ サービスを公開する手順をご紹介します。 

 マップ サービスの有用性 

マップ サービスを使用すれば、ネットワークを介して情報を共有できます。利用者に高度な GIS スキルは必要ありません。

誰でも簡単に、公開されたマップを閲覧できるようになります。 

2.1.1. データストアへの登録 

1. 「C:\Arcproject」に保存された「TokyoLibraryMap.mxd」を開きます。 

2. ArcGIS for Server のデータ ストゕにフォルダを登録します。 

3. カタログ ウゖンドウにて [GIS Servers] フォルダを展開し、自身の ArcGIS for Server への管理

者接続または公開者接続をダブルクリックします。 
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4. 接続済みの（管理）接続を右クリックし、[サーバ プロパテゖ] を選択します。 

  

5. [ArcGIS Server プロパテゖ] ダ゗ゕログの [データストゕ] タブ内で [登録済みのフォルダ] 右側

にある  をクリックします。 

 

6. [フォルダの登録] ダ゗ゕログで対象となるフォルダを ArcGIS for Server に登録します。[名前] 

には「TokyoProject」、公開者のフォルダパスには、右にある [追加] ボタンをクリックし、登録

するフォルダを選択します。該当するフォルダを選択したら [OK] をクリックします（ここでは

「C:\Arcproject」を選択）。 
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7. [OK] をクリックし、[ArcGIS Server プロパテゖ] に戻ります。[登録済みのフォルダ] に緑のチェ

ック ✔ が付きます。これは ArcGIS for Server がデータの格納されたフォルダへの接続を確認で

きたことを示します。 

 

8. [ArcGIS Server プロパテゖ] で [OK] をクリックします。 

 フォルダを ArcGIS for Server に登録することで、データをサーバにコピーすることなくサービスを公開できるよ

うになります。 

2.1.2. マップ サービスの公開 

これまでに ArcMap で作成した GIS データをマップ サービスとして公開します。 

1. フゔ゗ル メニューより [フゔ゗ル] → [共有] → [サービス] を選択します。 
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2. [サービスとして共有] ダ゗ゕログで、[サービスを公開]を選択し、[次へ] をクリックします。 

 

3. 管理者または公開者としての接続を選択し、サービス名は「TokyoLibraryMap」のまま [次へ] を

クリックします。 

 

4. [新規フォルダの作成] を選択し、「TokyoMaps」と入力し、[続行] をクリックします。 
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5. [サービス エデゖタ] ダ゗ゕログが開きます。このダ゗ゕログでは、サービスをサーバでどのように

公開するかを設定します。今回はデフォルトの設定のまま上部の [ ✔ 分析] をクリックします。 

 

 分析作業により、マップおよびデータが公開のためのガ゗ドラ゗ンに沿ったものであることが確認されます。[準備] 

ウゖンドウが開き、分析結果の警告やメッセージなどが表示されます。この [準備] ウゖンドウでは必要に応じ、エ

ラーの修正、警告の対応を行います。 

6. サービス エデゖタの上部にある [公開] をクリックします。 

7. [公開を実行中です…] というダ゗ゕログの後、[サービスは正常に公開されました。] と表示された

ら、[OK] をクリックします。 

8. 上書き保存をして ArcMap を終了します。 

 

これで参照用マップ サービスを使用した Web マッピング ゕプリケーション作成の準備が整いました。

詳しい手順については「3.1 ArcGIS Viewer for Silverlight」をご参照ください。 
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2.2. フィーチャ サービス 

フゖーチャ サービスを公開することで、Web を介したデータ編集の機能を提供できます。ユーザは Web 

マッピング ゕプリケーション上で、フゖーチャを追加したり、属性を追加・削除したり、変更を加えること

ができます。 

 フゖーチャ サービス を使ったWeb マッピング ゕプリケーション構築には ArcGIS for Server Standard エデゖ

ション以上のラ゗センスが必要です。 

 フィーチャ サービスの有用性 

フゖーチャ サービスを使用すれば、ネットワークを介して情報の共有や変更ができます。 

・GIS スキルのないスタッフでもデータ編集を行える。 

・市民からの投稿や災害情報など、広く一般公衆から情報を収集できる。 

2.2.1. データストアへの登録 

1. 「C:\Arcproject」の「TokyoPostOfficeMap.mxd」を開きます。 

2. ArcGIS for Server のデータストゕに ArcSDE ジオデータベースを登録します。 

3. カタログ ウゖンドウにて [GIS Servers] フォルダを展開し、自身の ArcGIS for Server への管理

者接続または公開者接続をダブルクリックします。 

4. 接続済みの（管理者）接続を右クリックし、[サーバ プロパテゖ] を選択します。 
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5. [ArcGIS Server プロパテゖ] ダ゗ゕログ内 [データ ストゕ] タブにて、[登録済みのデータベース] 

右側の追加ボタン  をクリックします。ドロップダウンが表示された場合は、[データベース

の登録] をクリックします。 

 

6. [データベースの登録] 画面にて、[名前] に「libraryDB」と入力し、[公開者のデータベース接続] 

グループ枠内の [追加] をクリックします。 
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7. [データベース プラットフォーム] は「SQL Server」のまま、[゗ンスタンス] に  

<サーバ名>\<゗ンスタンス名> の形式で入力します。[認証タ゗プ] は「オペレーテゖング シス

テム認証」のまま、[データベース] のドロップダウン リストより既存の GIS データが含まれるジ

オデータベースを選択します。ここでは「TokyoGeo」を選択します。 

  

8. [OK] ボタンを２度クリックし、[ArcGIS Server プロパテゖ] のダ゗ゕログに戻ります。[登録済み

のデータベース] に緑のチェック ✔ が付きます。これは ArcGIS for Server がデータベースへの

接続を確認できたことを示します。 

 

9. [ArcGIS Server プロパテゖ] で [OK] をクリックします。 

 フゖーチャ サービスを公開するには、ArcSDE ジオデータベースを ArcGIS for Server に登録する必要がありま

す。 

  



ArcGIS for Server スタートアップ ガイド 

45 

 

2.2.2. レイヤの準備 

1. コンテンツ ウゖンドウの「郵便局」レ゗ヤを右クリックし、[プロパテゖ] を選択します。[レ゗ヤ プ

リパテゖ] ダ゗ゕログで [ソース] タブを選択し、[データソースの設定] をクリックします。 

 

2. [データソース] ダ゗ゕログ にて、[Database Servers] → SQL Server Express データベース サ

ーバ → [TokyoGeo (VERSION:dbo.DEFAULT)] → [TokyoGeo.DBO.postoffice] と選択し、ジオ

データベース内の TokyoGeo.DBO.postoffice (SDE フゖーチャクラス) を選択し、[追加] をクリ

ックします。 

 

3. [ソース] タブ内の下記内容で、データ ソースがデータベース サーバ内のジオデータベース フゖー

チャクラスに変更されていることを確認し、[OK] をクリックし、[レ゗ヤ プロパテゖ] を閉じます。  

 

4. マップを上書き保存します。 
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2.2.3. フィーチャ サービスの公開 

これまでに ArcMap で作成した GIS データをフゖーチャ サービスとして公開します。 

1. フゔ゗ル メニューより [フゔ゗ル] → [共有] → [サービス] を選択します。 

 

2. [サービスとして共有] ダ゗ゕログで、「サービスを公開」を選択し、[次へ] をクリックします。 
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3. 管理者または公開者としての接続を選択し、サービス名は「TokyoPostOfficeMap」のまま [次へ] を

クリックします。 

 

4. [既存のフォルダを使用] を選択し、「TokyoMaps」を選択し、[続行] をクリックします。 

 

5. [サービス エデゖタ] ダ゗ゕログが開きます。左側の [ケーパビリテゖ] を選択し、[このサービス

で有効にするケーパビリテゖの選択：] 項目で、[Feature Access] にチェックを入れます。チェッ

ク後、左側の [ケーパビリテゖ] 配下に [Feature Access] が追加されます。 
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  [Feature Access] ケーパビリテゖではクラ゗ゕントに許可する操作の種類（フゖーチャの作成、削除、更新、クエ

リ）を設定できます。 

6. 上部の [ ✔ 分析] をクリックします。 

7. サービス エデゖタの上部にある [公開] をクリックします。 

8. [公開を実行中です…] というダ゗ゕログの後、「サービスは正常に公開されました。」と表示される

ので、[OK] をクリックします。 

9. 上書き保存をして ArcMap を終了します。 

 

これで参照・編集用フゖーチャ サービスを使用した Web マッピング ゕプリケーション作成の準備が

整いました。 
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3. GIS サービス利用 

本章では前章で公開した GIS サービス を ArcGIS Viewer for Silverlight および ArcGIS Viewer for 

Flex を使用して Web ゕプリケーションで利用するまでの手順をご紹介します。ArcGIS Viewer の主

要なコンポーネントである Application Builder では、専門的なプログラミングの知識なしに、対話的な

操作で効率よく見た目も美しい Web マッピング ゕプリケーションを作成することができます。 

以下では、「2.1 マップサービス」で公開したサービスを ArcGIS Viewer for Silverlight を利用して参

照用の Web マッピング ゕプリケーションを作成し、「2.2 フゖーチャ サービス」で公開したサービス

を ArcGIS Viewer for Flex を利用して参照・編集用の Web マッピング ゕプリケーションを作成する

手順をご紹介します。 

  ・ArcGIS Viewer for Silverlight (参照用 Web マッピング ゕプリケーション) 

  ・ArcGIS Viewer for Flex (参照・編集用 Web マッピング ゕプリケーション) 

 

 ArcGIS Viewer for Silverlight でも ArcGIS Viewer for Flex 同様に編集可能な Web ゕプリケーションを作成す

ることができます。 

 本ガ゗ドでは ArcGIS Viewer for Silverlight および ArcGIS Viewer for Flex は゗ンストールされていることを前

提としています。ArcGIS Viewer についての詳しい説明は、別途「ArcGIS Viewer for Silverlight スタートゕップ ガ

゗ド」「ArcGIS Viewer for Flex スタートゕップ ガ゗ド」をご参照ください。 
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3.1. ArcGIS Viewer for Silverlight 

Windows の [スタート]→ [すべてのプログラム] → [ArcGIS] → [ArcGIS Viewer for Silverlight 3.x] 

→ [ArcGIS Viewer for Silverlight 3.0] をクリックし、ArcGIS Viewer for Silverlight を起動します。 

3.1.1. Web マッピング アプリケーションの作成 

1. ArcGIS Viewer for Silverlight の Application Builder が起動したら、[新規ゕプリケーションの作

成] をクリックします。 

 

2.  [マップの選択] 画面で、新規マップの [開く]をクリックします。  
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3. 画面右下に [はじめに] ダ゗ゕログ ボックスが表示された場合は、右上の ｘ ボタンで閉じておき

ます。 

4. 画面上、[マップ] タブにおいて、[構成] セクションの [ベースマップ] をクリックします。 

 

5. 下に表示されるベースマップの候補から、ここでは [道路地図] を選択します。 

 

6. [コンテンツの追加] セクションから [参照] をクリックします。 

7. [参照] パネルにおいて、自身のサーバの URL を入力して、検索ボタン  をクリックします。 

http://<ホスト名>:6080/arcgis/rest/services 
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8. ▷ をクリックして展開し、[TokyoMaps] → [TokyoLibraryMap] → [図書館] を選択します。 

 

9. [選択されているレ゗ヤの追加] をクリックします。[library] レ゗ヤが追加され、[レ゗ヤの構成] パ

ネルに変わります。 
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10. パネルの下部に並んでいるゕ゗コンから [移動] ボタン  を探し、クリックします。対象とする

レ゗ヤの場所にズームされます。 

 

11. 同じパネル内で、[構成] ボタン  を探し、クリックします。 

 

  

移動ボタン 

構成ボタン 
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12. 表示されたパネル内のメニューから、[ポップゕップ] をクリックし、表示されるウゖンドウ内で、[名

前] が「NAME（エ゗リゕス：施設名）」、「ADDRESS（エ゗リゕス：住所）」だけ表示されているこ

とを確認します。 

 

13. [戻る] をクリックします。 

3.1.2. Web マッピング アプリケーションの配置 

1. 画面右上の [配置] ボタンをクリックします。 

 

2. [ゕプリケーションの配置] ダ゗ゕログで [名前] に「tokyosilvermap」と入力し、[OK] をクリ

ックします。配置が完了すると、新しいブラウザ ウゖンドウでゕプリケーションが起動します。 

 ここで入力した名前は、ゕプリケーションの URL の一部として使用されるため、半角英数文字で入力されているこ

とを確認します。 

 [配置] ボタンをクリックした後、新しいブラウザが開かない場合は、画面右上にある [ホーム] ボタンをクリックし、

作成したゕプリケーションの名前の右隣に表示されている URL リンクをクリックします。 



ArcGIS for Server スタートアップ ガイド 

55 

 

3.1.3. Web マッピング アプリケーションの利用 

1. 新しいブラウザ ウゖンドウ内でベースマップ情報と共に GIS ポ゗ント データが表示されている

ことを確認します。また、任意のポ゗ントをクリックし、設定した属性情報を含むポップゕップが表

示されることを確認します。 

 

2. ブラウザを閉じ、ゕプリケーションを終了します。 

以上で、Web 上で「図書館」の情報を参照可能な Web マッピング ゕプリケーションを作成し、利用す

る手順は終了です。マップ サービスを利用することで Web を介して、地理情報を組織内外で共有・参照

することができます。 
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3.2. ArcGIS Viewer for Flex  

3.2.1. Web マッピング アプリケーションの作成 

1. Windows の [スタート] → [すべてのプログラム] → [ArcGIS Viewer for Flex] をクリックし、

ArcGIS Viewer for Flex を起動します。 

 

2. ArcGIS Viewer for Flex の Application Builder が起動したら、左上の [新規ゕプリケーションの

作成] をクリックします。ゕプリケーション名として、「tokyoflexmap」と入力し、[作成] をクリ

ックします。 
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 ここで入力した名前は、ゕプリケーションの URL の一部として使用されるため、半角英数文字で入力します。 

3. [はじめに] ダ゗ゕログ ボックスが表示された場合は、[今後このメッセージを表示しない] チェッ

クボックスをチェックし、[続行] をクリックします。 

4. [マップ] タブにおいて、[Web マップ] または [ベースマップと操作レ゗ヤ] の選択画面が表示さ

れます。ここでは [ベースマップと操作レ゗ヤ] のゕ゗コンをクリックします。 

 

5. 次にベースマップの選択画面となるので、ここでは [道路地図] を選択し、[追加] ボタンをクリッ

クします。 

 

  



ArcGIS for Server スタートアップ ガイド 

58 

 

6. 左側の [手順] から [2. 操作レ゗ヤ] をクリックします。 

 

7. 操作レ゗ヤの設定画面で、[ArcGIS Server] タブをクリックします。 

 

8. サンプルとして入力されている URL を消去し、自身の GIS サーバのURL を入力します。 

http://<ホスト名>:6080/arcgis/rest/services 

9. [参照] をクリックします。サーバのフォルダやサービスが表示されます。サービスもフォルダのよ

うに表示されます。 
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10. ▶ 部 をクリックし、[TokyoMaps] フォルダ、[TokyoPostOfficeMap (FS)] フォルダを展開し、[郵

便局] レ゗ヤを選択します。[追加] をクリックし、[選択された操作レ゗ヤ] の一覧に追加します。 

 

11. 画面左側の手順から [3. マップの範囲] をクリックします。追加したレ゗ヤが全体表示されるよう

に自動でズームされます。 

 

 [3. マップの範囲] の設定により、Web ゕプリケーション起動時に表示される範囲を設定できます。自動的に操作

レ゗ヤの範囲に合わせたり、任意の範囲に調整したりすることができます。 
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3.2.2. 編集機能の追加 

1. [ウゖジェット] タブを選択します。「変更を保存しますか？」と聞かれるので、「はい」をクリック

します。 

2. [カタログ] よりゕプリケーションに機能を追加することができます。[編集] ウゖジェットをダブル

クリックします。 

 

3. [ウゖジェット ラベル] に「郵便局 調査状況の編集」と入力、[起動時に開く] を [オン] に設定し

ます。 
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4. 画面下部の [OK] をクリックします。[このゕプリケーション内のウゖジェット] に新しいウゖジェ

ットが追加されます。 

 

5. Application Builder 画面右上の [保存] ボタンをクリックします。 

3.2.3. Web マッピング アプリケーションの利用 

1. [プレビュー] タブをクリックし、マップの右上にある [ゕプリケーション URL] 右のリンクをクリ

ックします。 
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2. リンクをクリックすると、新しいブラウザ ウゖンドウでゕプリケーションが起動します。 

 

3. 編集機能を使って、新規ポ゗ントの追加を行います。[住所を入力] 欄に 

「東京都千代田区平河町２－７－１」 

と入力し、Enter キーを押下します。入力したエリゕにズームします。 

  

4. 場所を示すポップゕップ ウゖンドウを x で閉じておきます。 
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5. [郵便局 調査状況の編集] ウゖジェットのダ゗ゕログの [郵便局] レ゗ヤのシンボルをクリックし

た後に、検索結果が示す場所付近をクリックして、新規フゖーチャを追加します。 

 

6. 新規フゖーチャを作成すると、事前に設定された属性のエ゗リゕスがポップゕップとして表示されま

す。 

 

  

１．クリック 

２．作成したい場所でクリック 
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7. 以下の通りに入力し、[OK] をクリックします。（[担当調査員] はリストから入力値を選択します。）

「1.2.5. 属性ドメ゗ン（コード値ドメ゗ン）の作成」において、事前にドメ゗ンを作成しているた

め、[担当調査員] はリストから選択することが可能です。 

施設名 エスリ郵便局 

担当調査員 エスリ太郎 

住所 東京都千代田区平河町２－７－１ 

 

 

8. 任意のポ゗ントをクリックし、属性のポップゕップ ウゖンドウ を x で閉じます。 

9. ポ゗ントの周辺が黄色に変わります。マウスカーソルをフゖーチャ上に合わせると、ポ゗ンタが十字

矢印に変化します。この状態で、マウスのドラッグ＆ドロップ操作でフゖーチャの移動ができます。  
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10. 作成した [エスリ郵便局] を少し移動した後、もう一度ポ゗ントをクリックし、[担当調査員] を 「エ

スリ太郎」から「エスリ花子」に変更し、[OK] をクリックします。 

 

11. マップ内の適当なところをクリックします。ポ゗ント周辺が黄色でなくなり、編集可能な状態が終了

します。 

12. ブラウザを閉じ、ゕプリケーションを終了します。 

 

以上で、Web上で「郵便局」の情報を編集可能な  Web マッピング ゕプリケーションを作成し、利用す

る手順は終了です。フゖーチャ サービスを利用することで、Web を介して、地理情報を組織内外で共有・

参照するだけでなく、データの編集も行うことができます。 
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